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2Ta-1　　　　『ごっこ』遊びに現れた家族・家庭生活第2報)―養護施設児の場合一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬女子短大　　　岡野雅子

　　【目的】ヒトは､家族の申で生まれ､家族の中で育てられて､入間として成長することが出来

　る。“変容しつつある”と今日言われている家族や家庭生活は､｢子育て｣の側面から見たと
　きに､どのような位置づけとなるのだろうか。子ども達が捉える家族・家庭生活はどのよう

　なすがたであるかについて、今回は崩壊家庭で育つことを余儀なくされた子どもや家庭生
　活の経験の乏しい子どもたちが表現した『ごっこ』遊びの観察資料の分析を通して探った。

　　【方法】群馬県内T養護施設に在所する幼児18名について､朝食後の午前中の自由遊びの活

　動を観察し記録した(VTR併用)｡観察時期は｡1993年8月。
　　【結果と考察】①全体に子一子間のかかわりは多く､異年齢間も多い｡身体接触を必然以上

　に行いペタペタとした直接的かかわりである｡遊びの焦点化は乏しく､長続きせず､ゴロゴロ

　と所在なくしていることが多い｡②見立て遊びは個々に断片的には見られるが､まとまりの
　ある｢ごっこ｣として展開されることは少なくそれぞれ遊びであり、｢ごっこ｣の中の“やり

　とり”はほとんど見られない｡③家庭生活の｢ごっこ｣の出現は少ないが(｢お母さんごっこ｣

　の命名は全くない)。そこでは｢寝る｣｢食べる(食卓を囲んでの食事場面ではなく素材を手に
　して食べるフリ)｣｢赤ん坊の世話(寝かせる･食べさせる･おむつ交換)Jが見られ､家族関係を

　表す発言はほとんどなく､家族員の存在感は希薄である｡また｢ごっこ｣の中では急にフォー
　マルな言い方になる｡④これらの絵

　ながら｢ごっこ｣は見られるが｡それは､成員間の共通認識の調整に基づくイメージの共有を

　楽しむというよりも動作優位のパターン化された一種の儀式的遊びに近いようである。

2Ta－ 2 幼稚園入園をめぐる幼児と養育者の相互交渉過程

　旭川大女短大幼教　太田　光洋

　目的　幼児にとって継続的，組織的な社会的場面への参加を意味する幼稚園入園に際し

て，養育者がどのように幼児の社会参加を支えているのかを明らかにするため，養育者と

幼児の相互交渉過程に魚点を当てて検討した。

　方法　以下に示す３つの調査等を実施し。それらの結果についての総合的考察を行った。

田1993年４月に幼稚園に入園した幼児を持つ養育者を対象として，幼稚園についてのイン

　　ストラクション等に関する質問紙調査

(2)個々の子どもの特性との関わりを検討するため. (1)の調査対象の一部を対象として幼

　児の気質に関する質問紙調査

(3)1993年４月に幼稚園に入園した幼児を持つ母親４名に幼稚園入園前後の当該幼児との幼

　　稚園に関わりのある会話，幼児および養育者の行動，養育者自身の不安などについて

　　記録をとってもらい，その相互交渉の文脈における幼児の行動とそれを支える養育者の

働きかけについて検討した。

　結果　幼稚園入園前にほとんどの養育者は幼児に対して何らかのインストラクションを

行っており，それらは個々の子どもの性格(気質)的側面に即応して行われている。した

がって，養育者のガイダンスはそれぞれの幼児に適した方法で，子どもに自信を持たせ，

子どもを自立させるように調整され，方向づけられている。
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